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• 認知症の中で最も多いアルツハイマー病において、その原因物質であるアミロイドβを標的と
する新薬（レカネマブ）が2023年末に認可され、初めて早期治療への道が開かれた。

• その治療適応となる早期のアルツハイマー病患者を見極めるための、アミロイドβを証明する
良い画像診断法がないことが課題である。

• この課題を解決するために、非侵襲でアクセスがよいMRIで、簡便かつ低コストに、アミロ
イドβを早期から検出できる「アミロイドMRI」技術の事業化を目指す。

• アミロイドMRI画像の技術検証
• 市場調査とペルソナ作成
• 国内外でのビジネスモデル作成
• 医療機器承認、FDA510k clearance、CEマーク取得への対応

• アミロイドMRIにおいて、アミロイドβを証明する現在のゴールドスタンダードであるアミロ
イドPET画像に匹敵する診断精度を確認することができた。

• チームメンバーには放射線科医兼認知症臨床医、画像解析エンジニアチーム、規制対応や治験
の専門家、国内外での医療機器開発事業の経験者を有する。

• 開拓コース期間中に、①詳細な市場調査、②ビジネスモデルの作成、③技術の精度検証と洗練、
を実施し、その後、海外および国内での事業化をめざす。
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